
障がい者スポーツ振興事業 

障がい者支援課 

１ 目的 

 本年度の東京パラリンピック、2027年全国障害者スポーツ大会の本県開催のムーブメン

トを活用して、障がい者スポーツの理解促進や競技力の向上、誰もがスポーツを楽しめる

環境の整備などを図るとともに、スポーツを通じた交流の促進など共生社会実現に向けた

取組を強化する。 

 

２ 事業内容 

区分 取組の概要 

理解促進 

・機運の

醸成 

 障がい者スポーツの理解促進や誰もが身近な場所でスポーツを楽しむこ

とができる環境づくりを行う。 

・誰もが参加できるボッチャ競技大会「パラウェーブ NAGANO カップ」

の開催（地区大会及び県大会） 

・東京 2020パラリンピック聖火フェスティバル開催事業（8/13～8/17） 

・スポーツを通じた共生社づくりの取組を県民や企業に浸透させるための

発信力強化 

・元パラリンピック選手等を小中学校の授業へ派遣し、障がい者スポーツ

への理解を促進 

・障がい者施設や団体等からの依頼に応じて、総合型地域スポーツクラブ

の指導員や障がい者スポーツ指導員等を派遣 

競技力 

強化 

 2027年全国障害者スポーツ大会の出場を見据えた県内若手選手の発掘・育

成・強化及び競技団体の強化などに対する支援を行う。 

・障がい者スポーツに精通した「みらいアスリートディレクター」を設置

し、特別支援学校等での体験会等を通じ、潜在能力のある選手を発掘 

・県内有力選手の大会や強化合宿の参加経費や競技用具購入費用を支援 

・競技団体強化に向けた指導者養成のための研修会を実施 

・全国障害者スポーツ大会及び地区予選会への選手派遣 

機会の 

提供 

 競技大会の開催を通じてスポーツの楽しさを体験する機会を提供すると

ともに、障がいに対する理解を深め、障がい者の社会参加の促進を図る。 

・障がい者スポーツ大会（10地区大会及び県大会）（５月～９月） 

・長野車いすマラソン大会（４月）、障がい者スキー大会（２月） 

活動支援 

 県内の障がい者スポーツ競技団体を統括する長野県障がい者スポーツ協

会の活動を支援 

・人件費及び運営費を補助 
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